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Data Sheet

Agilentのハイスピード・シリアル・デ
ータ解析（SDA）ソフトウェアは、に
シグナル・インテグリティの問題を容
易に特定でき、シリアル・インタフェ
ースの性能を検証することができま
す。さらに、Agilent 54830、54850、
DSO80000シリーズInfiniiumリアルタ
イム・オシロスコープで使用すると、
マスク・テスト、クロックを内蔵した
シリアル・データ・ストリームの特性
評価、シリアル・データ・ストリーム
からの8b/10bデータのデコード（54850
およびDSO80000シリーズのみ）が行え
ます。さらに、ハイスピードSDAソフ
トウェアは、PCI Express、シリアル
ATA、シリアル・アタッチドSCSI
（SAS）、Fibre Channel、XAUI、ギガビ
ット・イーサネットなどのコンピュー
タ、通信、データ通信規格への適合性
評価も可能です。

ハイスピードSDAソフトウェアと
54830/54850シリーズInfiniiumオシロス
コープは、高速シリアル・インタフェ
ースの動作検証を容易に行うための数
多くの機能を内蔵しています。

サポート機能 54830シリーズ 54850および
DSO80000
シリーズ

使いやすい測定セットアップ・ウィザード X X

高速シリアル・データ信号用のクロック・リカバリと X X
シリアル・データ解析

PCI Express、シリアルATA、SAS、Fibre Channel、 X
ギガビット・イーサネット、XAUI用のマスク

リアルタイム・アイ・ダイアグラム表示 X X

アイ・マスク・アンフォールディング X X

タイム・インターバル・エラー（TIE）のジッタ測定 X X

1次または2次PLLクロック・リカバリ X X

外部基準クロック入力に基づいたクロック・リカバリ X X

PCI-SIG認定のオフィシャルDLLを使用した X
PCI Expressクロック・リカバリ

シリアル・データの8b/10bデコード X

シンボル・サーチおよびトリガ X
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容易な測定セットアップ

ハイスピードSDAソフトウェアは
AgilentのInfiniiumオシロスコープの使
いやすさを最大限に活用して、シリア
ル・データの解析を行います。ウィザ
ードにより、測定のセットアップと実
行が迅速に行え、分かりやすいディス
プレイとラベルにより、測定結果を容
易に理解することができます。

図1. 測定セットアップはウィザードに従って、信号源を決定し、
クロック・リカバリ・アルゴリズムを選択します。

信号源の選択

クロック・リカバリ・アルゴリズムの選択

図2. 次に、公称データ・レートとループ帯域幅を入力します。

公称データ・レートの入力

ループ帯域幅の入力
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マスク・テスト

Agilent 54850またはDSO80000シリー
ズInfiniiumオシロスコープでは、以下
の規格に対するマスク・テストが可能
です：

● PCI Express
● Fibre Channel電気（1.0625、2.125、
4.25 Gb/s）

● シリアルATA
● シリアル・アタッチドSCSI（SAS）
● XAUI

ハイスピードSDAソフトウェアは、マ
スク・テストの実行時に、テスト対象
の波形（捕捉）の数、フェールした波形
の数、テスト対象のユニット・インタ
ーバルの数、フェールしたユニット・
インターバルの数を表示します。この
情報からビット・エラー・レートの信
頼度レベルを求めることができます。

図3. フェールを示すシリアルATA信号のマスク・テストの例。マスク・スクリーンの下の
情報は、ビット・エラー・レートの信頼度レベルを求める場合に便利です。

フェールしたUIの数とテスト対象の
UIの全数が表示されています。
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マスク・アンフォールディング
によるリアルタイム・アイ表示

リアルタイム・アイ表示は、オシロス
コープ・メモリ内の全てのユニット・
インターバルから復元されます。この
表示モードではセンタ・スクリーン
（またはタイム・ベースでのゼロ）がリ
カバーされたクロックのアクティブ・
エッジに対応します。

ハイスピードSDAソフトウェアでは、
アイ・マスクのフェールを確認した
後、アイ・ダイアグラムを展開してフ
ェールの原因となった特定のユニッ
ト・インターバルを表示することがで
きます。さらに、8b/10bデコード機能
と併用することで、シンボル間干渉
（ISI）に起因したアイ・マスク違反に
よるデータ依存エラーを識別すること
ができます。

8b/10bデコード機能

Agilent 54850またはDSO80000シリー
ズ・オシロスコープは、8b/10bデコー
ド機能（特許出願中）によりシリア
ル・データ・ストリームのアナログ表
示とシリアル・データを同期して捕
捉／表示できます。これにより、リン
ク段階でのデバッグが容易に行えま
す。さらに、ディスパリティ・エラー
の問題やISIに起因したビット・エラ
ー・レートの問題を容易に解決するこ
とができます。

図4. リアルタイム・アイ表示は、メモリ内の全てのユニット・インターバルから復元されます。

図5. PCI Express信号に対応した8b/10bデコード・シンボル情報
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柔軟なクロック・リカバリ

クロック・リカバリでは、一定の周波
数、1次フェーズ・ロック・ループ
（PLL）、2次PLLクロック・リカバリを
選択でき、中心周波数と帯域幅が調整
可能です。さらに、2次PLLの場合は
ダンピング・ファクタも調整できま
す。PCI Express信号の場合、Agilent
5 4 8 5 0またはDSO80 0 0 0シリーズ

図6. PCI Express信号に対するシリアル・データ・トリガの設定

図7.1次PLLの選択

1次PLLを選択すると、1次
PLLをエミュレートできます

クロック・リカバリPLL用に
公称データ・レートとループ
帯域幅を入力します

シリアル・データ・トリガとサーチ

8b/10bデコード機能により、最大4つ
の連続シンボルを連続的にスキャンし
てトリガすることができます。設定条
件には、規格固有のシンボル、無効な
コードまたは16進値を使用することが
できます。これにより、エラーを捕捉
して、データに依存した問題を迅速に
解決することができます。また他のツ
ールと異なり、エラーをエラー発生時
のシリアル・データ・ストリームのア
ナログ信号表示と対応させることがで
きます。

2次PLLを選択した場合は、
公称データ・レートと
ループ帯域幅の他にダンピ
ング・ファクタを入力でき
ます

図8. 2次PLLの選択

InfiniiumオシロスコープでPCI-EIGが
指定するクロック・リカバリ・アルゴ
リズムを使用できます。また、Fibre
Channel測定では専用のクロック・リ
カバリ・アルゴリズムも使用できま
す。PLLクロック・リカバリを選択し
た場合は、クロック・リカバリ・アル
ゴリズムがデータをロックするために

各レコードの開始時にある程度の時間
が必要です。この間、ビューや解析は
行えません。シリアル・データ・ウィ
ザードの画面には、クロック・リカバ
リ・アルゴリズムがデータをロックす
るために必要な時間が表示されます。
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クロック表示モード

この表示モードでは、データ信号と
リカバリ・クロックを重ね合わせて
表示できます。測定データの表示は
リカバリ・クロックのアクティブ・
エッジを基準にして表示します。

外部クロック

外部クロック信号をオシロスコープ・
チャネルに印加することにより、その
信号を基準クロックとして使用するこ
とができます。これにより、明示的な
クロックを使用して、ジッタ解析やア
イ・ダイアグラムが可能です。

詳細な情報が得られる
ロング・メモリ

Agilent 54850またはDSO80000シリー
ズ・オシロスコープ用のオプションの
1Mメモリ（2 Gサンプル/s以下のサン
プリング・レートでは32M）は、シリ
アル・データの解析に特に効果的で
す。例えば、サンプリング・レートが
20 Gサンプル/s、入力信号のデータ・
レートが2.5 Gb/sの場合、1Mメモリを
使用すれば捕捉毎に216－1の疑似ラン
ダム・ビット・シーケンス（PRBS）全
体を捕捉することができます。Agilent
54830シリーズ・オシロスコープでは、
オプションの16Mメモリを使用する
と、より長いシーケンスのシリアル・
データを最大4 Gサンプル/sで捕捉／
解析できます。

シリアル・データ・ウィザード
の捕捉ステップに、クロック・
リカバリPLLがデータをロック
するために必要な時間が表示さ
れます

図9. シリアル・データ・ウィザードは、クロック・リカバリPLLがデータをロックするために
必要な時間を表示します。

図10. データ信号とリカバリ・クロックとの重ね合わせ表示。
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オシロスコープの互換性

ハイスピードSDAソフトウェアは、ソ
フトウェア・リビジョンがA.03.50以上
のAgilent 54830、54850、DSO80000シリ
ーズ・オシロスコープで使用できます。
これ以前のリビジョンのオシロスコー
プの場合、無料のアップグレード・ソ
フトウェアをhttp://www.agilent.co.jp/
find/infiniium_softwareから入手して、
アップグレードしてください。

A.02.30以前のソフトウェア・リビジ
ョンのAgilent 54830シリーズ・オシロ
スコープの場合は、A.03.50以上のリ
ビジョンにするためにN 5 3 8 3 A
Infiniiumパフォーマンス・アップグレ
ード・キットが必要です。

データ・レート 例 推奨 推奨オシロスコープの
オシロスコープ 帯域幅

333 Mb/s DDR 54830B 600 MHz
54831B
54830D
54831D

533 Mb/s DDR 54832D 1 GHz

1 Gb/s、 ギガビット・イーサネット 54852A 2 GHz
1.063 Gb/s Fibre Channel 1063 54853A 2.5 GHz

RapidIO

1.5 Gb/s シリアルATA 54854A 4 GHz
シリアル・アタッチドSCSI 54855A 6 GHz
（SAS）

2.125 Gb/s Fibre Channel 2125 54855A 6 GHz

2.5 Gb/s PCI Express 54855A 6 GHz

RapidIO

3.125 Gb/s XAUI 54855A 6 GHz

4.25 Gb/s Fibre Chanel 4250 54855A 6 GHz

オーダ情報

ハイスピードSDAソフトウェアを
Infiniiumオシロスコープと同時に購入
する場合は、オプションでオーダして
ください：

ハイスピードSDAソフトウェアを既
存のInfiniiumオシロスコープに追加
する場合は、単体製品としてオーダ
してください：

オシロスコープ オプション番号 説明

54830シリーズ 003 Infiniium 5483XAオシロスコープ用のハイスピードSDA
ソフトウェア（工場出荷時にインストール済み）

54850シリーズ 003 Infiniium 5485XAオシロスコープ用のハイスピードSDA
ソフトウェア（工場出荷時にインストール済み）

DSO80000 003 Infiniium DSO80000オシロスコープ用のハイスピード
シリーズ SDAソフトウェア（工場出荷時にインストール済み）

モデル番号 詳細

N5384A 購入済みInfiniium5483XA/B/Dオシロスコープ用のハイスピードSDA
ソフトウェア

E2688A 購入済みInfiniium5485XAおよびDSO80000オシロスコープ用のハイスピード
SDAソフトウェア

関連カタログ

タイトル 種類 カタログ番号

Infiniium DSO80000シリーズ・オシロスコープ、 Data Sheet 5989-1487JA
InfiniiMax IIシリーズ・プローブ

54850シリーズ・オシロスコープ、 Data Sheet 5988-7976JA
InfiniiMax 1130シリーズ・プローブ

Infiniium 54800シリーズ・オシロスコープ Data Sheet 5988-3788JA
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サポート、サービス、およびアシスタンス

アジレント・テクノロジーが、サービスおよびサポートにおいてお約束できることは明確です。リ
スクを最小限に抑え、さまざまな問題の解決を図りながら、お客様の利益を最大限に高めることに
あります。アジレント・テクノロジーは、お客様が納得できる計測機能の提供、お客様のニーズに
応じたサポート体制の確立に努めています。アジレント・テクノロジーの多種多様なサポート・リ
ソースとサービスを利用すれば、用途に合ったアジレント・テクノロジーの製品を選択し、製品を
十分に活用することができます。アジレント・テクノロジーのすべての測定器およびシステムには、
グローバル保証が付いています。アジレント・テクノロジーのサポート政策全体を貫く2つの理念
が、「アジレント・テクノロジーのプロミス」と「お客様のアドバンテージ」です。

アジレント・テクノロジーのプロミス

お客様が新たに製品の購入をお考えの時、アジレント・テクノロジーの経験豊富なテスト・エンジ
ニアが現実的な性能や実用的な製品の推奨を含む製品情報をお届けします。お客様がアジレント・
テクノロジーの製品をお使いになる時、アジレント・テクノロジーは製品が約束どおりの性能を発
揮することを保証します。それらは以下のようなことです。
● 機器が正しく動作するか動作確認を行います。
● 機器操作のサポートを行います。
● データシートに載っている基本的な測定に係わるアシストを提供します。
● セルフヘルプ・ツールの提供。
● 世界中のアジレント・テクノロジー・サービス・センタでサービスが受けられるグローバル保証。

お客様のアドバンテージ

お客様は、アジレント・テクノロジーが提供する多様な専門的テストおよび測定サービスを利用す
ることができます。こうしたサービスは、お客様それぞれの技術的ニーズおよびビジネス・ニーズ
に応じて購入することが可能です。お客様は、設計、システム統合、プロジェクト管理、その他の
専門的なサービスのほか、校正、追加料金によるアップグレード、保証期間終了後の修理、オンサ
イトの教育およびトレーニングなどのサービスを購入することにより、問題を効率良く解決して、
市場のきびしい競争に勝ち抜くことができます。世界各地の経験豊富なアジレント・テクノロジー
のエンジニアが、お客様の生産性の向上、設備投資の回収率の最大化、製品の測定確度の維持をお
手伝いします。

アジレント・テクノロジー株式会社
本社〒192-8510東京都八王子市高倉町9-1

計測お客様窓口
受付時間 9:00-19:00
(12:00-13:00もお受けしています。土・日・祭日を除く)

FAX、E-mail、Webは24時間受け付けています。

TEL ■■ 0120-421-345
(0426-56-7832)

FAX ■■ 0120-421-678
(0426-56-7840)

Email contact_japan@agilent.com
電子計測ホームページ

www.agilent.co.jp/find/tm

●記載事項は変更になる場合があります。
ご発注の際はご確認ください。

Copyright 2005
アジレント・テクノロジー株式会社

Agilent電子計測ソフトウェアおよびコネクティビティ

Agilentの電子計測ソフトウェアおよびコネクティビティ製品、ソリューション、
デベロッパ・ネットワークは、PC標準に基づくツールによって測定器とコンピュ
ータとの接続時間を短縮し、本来の仕事に集中することを可能にします。詳細に
ついてはwww.agilent.co.jp/find/jpconnectivityを参照してください。

www.agilent.co.jp/find/agilentdirect
テスト機器ソリューションを迅速に選択し使用できます。

Agilent Direct

www.agilent.co.jp/find/emailupdates-Japan
Agilentからの最新情報を記載した電子メールを無料でお送りします。

電子計測UPDATE


